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デバイスコネクト活用事例紹介

2017年7月14日
株式会社管理工学研究所



お品書き

• 会社紹介

• これまでの取り組み

– Plug-in、アプリケーション開発

– 展示会へのデモ展示

• Plug-in 開発で困った事

– プロファイルの定義 / 標準化
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株式会社管理工学研究所

• 設立 ：昭和42年（1967年）1月24日
• 資本金 ：1,250万円

• 本社 ：〒101-0021 東京都千代田区外神田2-2-2（関根ビル）

北陸分室 1981年：金沢オフィスを開設 / 1998年：福井オフィス開設

• URL ：http://www.kthree.co.jp/
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主要事業

校務支援ソリューション
「Heuris」

「時間割作成」

精神科向け医療情報
ソリューション

「Raporte」、「mims」

電子編集組版システム
「EDIAN」

携帯コミュニケーション
「mobileESCORT」

日本語データ
ベースシステム

「桐」

モバイル

ソフトウェア全般
調査・開発

ネットワーク
ソリューション

 ネットワーク構築
 パフォーマンスチューニング
 センサー管理
 サーバサイド
 HTML5 / CSS

 携帯プラットフォーム
 ミドルウェア
 携帯アプリケーション
 ツール
 Android, iOS

時間割作成ソフト

「YELL」

コンシューマ向け
パッケージ

特定業種向け
パッケージ

受託開発 教育・研修

新事業推進

技術企画

産学官連携

新規顧客開拓
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これまでの取り組み

• 2016年4月
– デバイス WebAPI コンソーシアムに加盟

• 2016年11月（Matching HUB Kanazawa 2016）
– パネル展示と、心拍計を使ったデモ

• 2017年2月（ICT・IoTビジネスマッチングフェア2017）
– スマートグラス映像のリアルタイム配信システム「匠の技」の展示

• 2017年5月（e-messe金沢 2017）
– スマートグラス映像のリアルタイム配信システム「匠の技」の展示

– MaBeee Plug-in を使ったプラレール操作アプリの展示

– LEDストリップライト操作アプリの展示

Copyright (c) 2017 Kanrikogaku Kenkyusho, Ltd.  All rights reserved. 5

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年４月、デバイス WebAPI コンソーシアム をご紹介いただき、当コンソーシアムに加盟しました。
当初、デバイスコネクトが IoT プラットフォームとして面白いアプローチであることは理解できましたが、ソフトウェア開発ベンターとしてどのように関われるのか、Plug-in開発やアプリ開発という漠然としたイメージから、どのようにビジネスに結び付けることができるかを、半年ほど悩んでいました。

2016年11月に、北陸先端科学技術大学院大学（通称、北陸先端大）の産学官金連携のための展示会があり、思い切ってパネル展示、デモ展示をしてみました。
実は、11月カットオーバーのプロジェクトがあり、十分な準備ができなかったというのが本音でしたが、新しい IoT へのアプローチとして来場者の反応を見ることを目的とし、GitHubに公開されていたHeartRate プラグインと SONY の心拍計をつなぎ、パソコンの WEBブラウザで表示するデモを行ったところ、予想を超える反響がありました。

2017年2月、鉄鋼機電協会、繊維協会等の製造業とのマッチングを目的とし、ICT、IoTをキーワードとした展示会があったため、スマートグラスを利用した映像のリアルタイム配信システムを展示しました。
石川県は伝統工芸も盛んな町で、製造業からは、嘱託や定年後の再雇用をしないと「もの」がつくれなくなりつつあるという切実な問題があったため、「技術は見て盗め」という熟練者に対して、「だったら見せろ」というソリューションを紹介しました。

更に、2017年5月に開催された石川県の見本市（e-messe金沢）に、昨年秋のWGでアクセス様が紹介されたMaBeeeを利用したデモ展示、LEDストリップライトを利用したデモ展示を行っています。

それでは、時間もあまりありませんので、デモ展示用に開発したデバイスコネクトのPlug-inを簡単にご紹介します。



「匠の技」

熟練技術者の目線映像を、録画しながら
リアルタイム配信するシステムの展示

• スマートグラス (Wowza Client for Android)
↓ rtp で映像を転送する

• 動画配信サーバ(Wowza Streaming Engine)
↓ ｽﾏﾎ標準のアプリで視聴可能

• スマートフォン（ビデオアプリ）

システムをリモートコントロールするための
Device Connect Plug-in とアプリを提供
 スマートグラスアプリの遠隔設定

 スマートグラスからの映像配信開始/停止

 動画配信サーバの録画開始/停止
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スマートグラスの映像を録画しながら、リアルタイム配信可能なシステム「匠の技」です。

この展示ではVuzix様のM100を利用しましたが、M100にデバイスコネクトマネージャをインストールするのではなく、カメラ映像を動画配信サーバに送信するアプリをインストールして利用します。

スマートグラスはご存知のように操作が大変で、動画配信サーバのIPアドレス、アクセスに必要なユーザ情報の設定、配信の開始/停止をリモート操作するためのツールとして、デバイスコネクトを利用しました。





「匠の技」
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MaBeee Plug-in
e-messe金沢という展示会は、ビジネス要素が非常に少ない展示会（地元

IT企業の見本市）のため、企業名アピールのみを目的に出展している

週末は子供連れの来場者が多いため、子供をダシにして親にアピールしようと
思い、プラレールで遊んでもらう事を企画した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
e-messe金沢という展示会は、名刺交換をする文化も少なく、この展示会で商談があったという噂を聞かない、地方開催のちょっと特殊な展示会です。

商材を展示しても商談にならないことから、弊社では毎年、企業名をアピールする場として、常に人の目を引くためだけの展示を行っています。

昨年秋のWGで、アクセス様が紹介された MaBeee 用のプラグインを作り、週末の子供に楽しんでもらう事を画策しましたが、思い切りツボに嵌ったようで、夕方のローカルニュースでプラレールが映っていたようです。




MaBeee Plug-in

スマートフォンの傾きで出力電圧量を制御することができるアプリ

• Host Plug-in
– Device Orientationで傾き(0～90゜)を取得し、0～100%に変換

• MaBeee Plug-in
– Power Profile を拡張し、出力電圧量を設定

DeviceConnect
Manager

MaBeee
Plug-in

Host
Plug-inDeviceOrientation / PUT

Power 拡張 / POST

BLE
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
MaBeee を使ったデモでは、Host Plug-in で提供される Device Orientation を利用し、端末の傾きで出力電圧を操作するようにしました。
MaBeee が提供するアプリでも、傾けたり振ったりすることで出力電圧が制御できるため、最低限そこまでは対応すべく、アプリを作りこみましたが、HOST Plug-in をインストールするだけで、Device Orientation が利用でき、Web Socketを利用することで、リアルタイムに情報取得ができるため、当初想定していたより短期間にアプリの実装が完了しています。

MaBeee プラグインの開発については、設計段階でいろいろな悩み処がありましたので、その辺りは後程の困った事でご紹介させていただきます。



LEDストリップライト Plug-in

企業名パネルの上下にLEDストリップライト(144個/m)を配置し、
Device Connectを利用して電飾パターン、色変更デモを実施。

元々、IoT のデモとして作っていたものを Device Connect 対応
するという試み
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
デバイスコネクトを始めるよりも以前から、LEDストリップライトとサブギガ帯の通信で IoT のデモをしていたことがあったため、この展示では、操作をデバイスコネクトに変更してデモ展示してみました。



LEDストリップライト Plug-in

MCU : NXP LPC812
無線 : インタープラン IM920

Raspberry Pi 3
無線 : インタープラン IM920

920MHz

Wi-Fi

Device Connect Manager
ledstrip Plug-in
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
LED ストリップライトの制御に関しても、新規にプラグインを開発し、色、電飾パターンを変更するためのアプリを作成しました。

ただし、ご覧いただいているように、LEDストリップライトに対して実際に信号を送るMCU は、920MHz の通信モジュールを利用しているため、デバイスコネクトからは直接制御できず、一旦ゲートウェイの Raspberry Pi を経由してコマンドを送信しています。

LED のライトを制御するプラグインとしては、Hue Light Profile がありましたが、１つの LED ライトを制御するプラグインですし、今回デモ展示に利用したLEDストリップライトは、144個のLED を利用するため、プラグインを開発するにあたり、どのような機能を持たせるべきか、どのように実装すべきかでやはり悩みました。



Plug-in 開発で困った事

MaBeee Plug-in を開発する際、どのように定義するのが正しい
のか？を知る術がなかったため、山添さんに相談させていただいた

• プロファイル定義は誰がコントロールするのか？
– MaBeeeは電池をコントロールするガジェットという事で、Battery Profile 

を使い、Service ID や電池残量を取得するAPIを提供している

– では、出力電圧量はどのプロファイルを使うのが正しい？

⇒ NTTドコモ 山添さんに相談し、Power Profile を使う事にしました

– 出力電圧量を設定するパラメータ名は level or strength?
⇒ strength で実装しました

– 他にも似た機能を提供するハードウェアが出た時のことを考えると標準
化する必要があるのでは？

⇒ GotAPI に対しては何のアプローチもしていません m(_ _)m
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
5月のデモ展示向けのプラグイン開発では、NTTドコモの山添様に何度かご相談させていただき、デバイスコネクトとは「かくあるべき」という標準的な考え方をレクチャーいただきました。

逆に言うと「かくあるべき」を、このコンソーシアムに参加されている全員が理解して開発していかないと、せっかくのプラットフォームが正しく機能しないのだと再認識した次第です。

現状、MaBeeeプラグインでは、Batterry Profile はGotAPI で定義されているものをそのまま実装、Power Profileはstrength を追加して実装していますが、追加したパラメータについて、どこにも何のアプローチもしていません。
どうすべきなのか？が明文化される必要があるのかなぁ… というのが感想です。




Plug-in 開発で困った事

• 新規でプロファイルを定義する場合どうすべきだったのか？
– Hue Light プロファイルは、Light Profile を拡張したもの

– Hue Plug-in を更に拡張しようとも考えたが、n 個のLED をどのように
制御するかを先に検討した

– n 個のLEDを個別に、好きに制御しようにも、通信量が増えるだけでな
く、アプリ開発も大変となり現実的ではないと判断

– LEDストリップライトを制御するMCUを作成し、いくつかのパターンを
MCUで制御することとした

– Device Connect Plug-in では、色（R/G/B）での変更の他、電飾パ
ターン番号を設定できるように設計

⇒ 本当に正しいアプローチだったのか？

⇒ 同じような事をしている企業はどのように調整しているの？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Hue Light Profile や、その拡張では制御できない、でも１個だけを取れば、提供する機能は同じ、または似ているという場合に、どのような設計をすべきかで悩みました。
デモに利用したLEDストリップライトは、144個のLEDが搭載されていたため、デバイスコネクト＋アプリだけでは効果的なデモができないとの結論となり、少し異なる構成としましたが、どこで切り分けるべきかは大きな課題であると感じています。

新しいデバイスを作りプラグインを開発する際に、他社の似た機能を提供するデバイスとの整合性や、違っている機能について、どこで調整し、どのようなアプローチをすべきかが重要ではないかと感じました。

このような悩みも含め、ドコモ山添さんに相談しておりました所、この２つ後のセッションでご提案していただけるとお聞きしましたので、非常に楽しみにしております。



ご清聴ありがとうございました。
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